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2008年秋季の渥美外海におけるシラス漁獲物へのギボシムシの混入

鵜寄重文・石川雅章・大橋昭彦

Contamination by acorn worm， Balanoglossus misαkiensis (Enteropneusta) 
in slziJ明 m fisheηT of western Enshunada Sea in fall 2008 

UZAKI Naohumい1，ISHIKA W A Masaaki • 1 and OHASHI Akihiko • 2 
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2008年 10月上旬、渥美タト海(遠州灘商部)で漁獲

されるシラスの一部に、薬品様の臭気をもっ黄後色の

混入物がみられた。これらは、直ちに、ギボシムシの

断片であることが確認された(函1)。ギボシムシ類は、

半索動物門ギボシムシ網に属し、形状は細長く、体は

軟弱でちぎれやすい。「ヨードホノレム臭j と形容され

る強い臭気を発し、通常は砂泥底中に生息する。ト3)ま

た、近縁を含めても一般に知られる穏は皆無で、水産

業との関わりは稀な生物である。

ギボシムシの混入は、その臭気により、加工原料と

してのシラスの品質を著しく低下させた。また、後述

のとおり、加工流通上も特有の注意が必要となった。

そのため、混入の発生によって、自主的な禁漁区の設

置を余儀なくされるなど、漁業者の操業に影響が及ん

だ。

愛知県内のシラス漁業では、これ以前にギボシムシ

の混入は知られていない。また、本件が同年の 12月下

旬に終息した後も、現在まで混入は起きていない。し

かし、今後、県内外の混域で、同様の事態が生じた場

合の一助とするため、本件の経緯等について報告する。

経 緯

漁業者等の情報によると、混入の発生から終息、に至

る経緯は以下のとおり(海域は盟 2を参照、)。

2008年 10月上旬、複数のシラス加工業者から、製

造した製品の中に、独特の臭気をもっ黄櫨色の混入物

がみられたとして、愛知県水産試験場(以下、水試)

に試料が持ち込まれた。その産後、一部の市場でも、

水揚げされたシラスに類似の浪人物が発見されたため、

水試で試料を採取した。市場での情報をもとに、水試

から名古屋大学博物館の西川i輝昭教授に混入物の鑑定

を依頼したところ、これらはギボシムシ類の断片であ

ることが確認された。

図 1 ギボシムシ. (a)分布調査採集試料， (b) メス

シリンダ中の潜砂及び遣い出し値体 (c) ギボシムシが

混入したシラス加工品試料 (d)加工品混入個体.

事 1愛知県水産試験場漁業生産研究所 (MarineResearch Center， Aichi Fisheries Research Institute， Toyohamaラ Minamichita，

Aichi， 470-3412， Japan) 

瑠 2愛知県水産試験場 (AichiFisheries Research Institute， Miya， Gamagoriヲ Aichi，443・0021，Japan) 
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10月四日から同月末まで、愛知県しらす・いかな

ご船びき網連合会では、加工流通業への影響を考鹿し、

渥美外海のうち、混入のみられた東経 137度 13~ 19 

分台の海域を禁漁とした。このとき、関連合会に所属

しないシラス漁業者も、この禁漁措置に同調した。し

かし、 10月下旬には、禁漁臨外である 137度 20分以

東の海域でもギボシムシが混入するようになった。

11月に入り、操業方法は各地区毎の判断となったが、

多くの地区で渥美外海の全域を禁漁とした。このとき、

渥美外海で操業を続ける一部の漁船では、引き続き混

入がみられた。しかし、次第に混入は散発的となった

ため、 11月下旬になると 137度 10分以西での操業を

解禁するなど、各地で禁漁が緩和された。この間、渥

美外海では、東IJし縄にもギボシムシが擢網した。

12月上旬には、各地で禁漁区の全面解禁が進んだ。

混入は 12月下旬まで散発的にみられたものの、前月と

比べて件数は減少した。 12月下旬をもって、当年の県

内におけるシラス漁は終漁した。

2009年 1月から 3月にかけて、県内でシラス漁業は

操業されなかった。しかし、刺し綿や他のj魚、船漁業で

は、渥美外海において、引き続きギボシムシが入網す

ることがあった。

4月下旬、 2009年のシラス漁が本格化し、春I魚類は

握美外海が主漁場となったが、ギボシムシの混入はみ

られなかった。これ以降、現在まで、県内海域におい

てその混入は発生していない。

その後、本件で問題となったギボシムシは、筑波大

学大学院の宮本教生氏により、ミサキギボシムシ

Balanoglossus misakiensis と陪定された。

混入海域

漁業者からの情報をもとに、ギボシムシが混入した

海域を図 2に示す。混入の発生は握美外海のごく沿岸

に限られ、多くが水深 10m.bf，浅で、あった。主に東経 137

度 12分から、操業域である静岡県境までの樽域で発生

し、特に同日分前後(高松沖)等で、多かった。これよ

り西の伊勢湾口に近い海域での混入情報は、間 5分前

後における 1件のみであった。内湾での混入はみられ

ず、渥美外海で禁漁の措置がとられている問も、伊勢

湾での操業は継続された。

また、静岡県海域でも、同じ時期に、同様の混入が、

数件ではあるが発生している。静岡県水産技術研究所

によると、 2008年同月下旬から 12月中旬にかけて、

図 2 シラス漁におけるギボシムシの混入発生海域.

・ 2008年 10月，企同 11月，・開 12月.開き

取りにより確認されたものに限る.

シラス漁においてギボシムシの混入があり、その梅域

は浜名湖の今切口や天竜川の河口であったとのこと。

なお、静岡県海域においても、これ以降、ギボシムシ

の混入は発生していない。

加工流通業への影響

ギボシムシは体表に粘着性があるため、シラス漁獲

物に混入すると、加工工越での除去には手間がかかる。

また、混入したまま加工されると、その臭気が製品に

染み付くことがある。本件の発生当初、ギボシムシの

混入したシラスを加工したため、そのとき製造した全

ての製品を麗棄せざるを得なくなった業者もあった。

さらに、ギボシムシ特有の臭気をもっ製品が流通して

しまうと、製造工程で有害な薬品が使用されている等

の、誤った風評を招きかねない。したがって、後述の

とおり、人体に大きな影饗はないとみなせるものの、

ギボシムシの混入は、加工原料としてのシラスの品質

を損なうだけでなく、加工流通上も極めて注意が必要

となる。

分布調査

ギボシムシの分布状況を確認するため、 2008年 10

月 29日から 2009年 7月 30日にかけて、混入が発生し

た海域で 6回の試料採集を実施した。結果の概要を表 l
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旦は潜砂するものの、

上に道い出す個体もみられた。また、数日開放置し砂

泥表面が黒く汚れた状態になると、低密度の群でも遣

い出しがみられた。これらから、本種は、従来の知見

どおり、通常は砂泥中に生息、するが、生息、密、度の増加

しかし、高密度で鋭すると、多くの個体が潜砂した。に示す。

試料の採集にはソリネット しばらくして砂泥育すると、を用

い、 4回医からは桁に爪を取り付けた。また、 3回艮の

採集のみ、水流噴射式桁網(網口 60X 20 c m) 

(網口 80 X 90cm) 

を用

いた。いずれも調査船 fはつかぜJにより曳縞し、曳

網時間は 3~ 20分、また速度はおよそ 2.0ノットで、

や底質の悪化により、砂泥上に遣い出すことがあるの状況に応じ調整した。

かもしれない。濃美外海の東経 137度 15分、水深 5m前後の樺域で

は、 6由自を除く全ての調査でギボシムシが採集され

た。曳網 1回あたりの最大採集量は、頭部(吻)の計

何回目調査、曳

毒性試験

握美外海のシラス漁に混入した試料を用いて、ギボ

日本食品分シムシの毒性を試験した。試験は、(財)

析センターに委託した。

数で 57尾、湿重量で約 41gであった

網面積約 560rrf)。体長は、全体に欠損がないとみられ

る個体で、 10cm前後等であった。

採集された試料は多くが断片となっており、爽雑物 雌マウスを用いた急性経口毒性試験が実施された。試

験群には 2，000mg!kg用量のギボシムシ検体が経口投与

され、 14 日間の観察が行われた。その結果、観祭期縄

中に異常及び死亡伊jは認められなかった。

に紛れたものもあったと思われる。また、採集器具も、

上記のとおり、調査によって多少異なる。そのため、

当調査結巣の分布密度やその変動傾向に、高い精度は このことか

マウスの単由経口投与によるギボシムシの LD50

値は、 2，000mg!kg以上であると考えられた。

この結果からは、ギボシムシに明瞭な毒性は認めら

ら、しかし、少なくとも調査初回の 2008年

シラス漁場であ10月から 5回目の 2009年 3月まで、

期待できない。

る上記海域にギボシムシが分布していたことが確認さ

また、製造工程で極力異物の除去が行われる

ことや、その特有の臭気から、人がシラス製品に混入

したギボシムシを一度で大量に摂取することは、通常

れない。また、 6回目の調査では試料が採集されなくな

ったことから、 2009年 3月から同 7Jiにかけて、当海

れた。

域では本穏の分布量に低下があったと推測される。

の食事方法ではあり得ないと考えられる。したがって、

少なくともシラス加工品の混入物を想定した場合には、

ギボシムシによる人体への大きな影響はないとみなす

ことができる。

試料観察

分布調査で採集したギボシムシ試料を飼育し、行動

等を観察した。鈍育は、調査権域で採取した砂泥をガ

ラス製のビーカーやメスシリンダーに入れて水槽の中

他海域での関連事例

ギボシムシと水産業との関わりは稀であるが、過去

に置き、水試の取水海水をかけ流して行った。試料は

多くが断片となっていたが、砂泥上に放置後しばらく

3g/ ぱ)
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に県外では、以下の事例がある。

瀬戸内海の小豆島など香川県の沿岸では、 1998年 8

月から 10月にかけて、ギボシムシの群泳が観察され、

珍しい現象として記録されている。 3) このとき、水商

が白濁して強い臭気が漂い、周辺の魚類養殖場では、

養殖魚の摂餌が不活発になる等の影饗が出たとのこと

である。これらは、前記の西川|教授により、ハネナシ

ギボシムシの I種 Glandicepssp.であることが確認され

ている。

鹿児島県では、商臨海域南部で 2000年秋季から 2001

年初頭にかけて、本件と間様、シラス漁においてギボ

シムシの混入が発生している。鹿児島県水産技術開発

センターによると、これにより、操業の自粛や製品の

処分といった影響が出たとのことである。このとき問

題となったギボシムシは、同じく西)11教授により、ワ

ダツミギボシムシBalanoglosslIs carnoslIsと間定されて

いる。なお、鹿児島県海域においても、その後、現在

まで、ギボシムシの混入が大きな問題となったことは

ない。

原由・対策

本件で問題となったギボシムシは、以下の状況から、

渥美外海に従来から生息、していたものと考えられる。

まず、混入したミサキギボシムシは、日本酒有穫で、

その分布域は千葉県館山以南の太平洋岸や瀬戸内海と

されている。 2)愛知県内でも、三河湾一色子潟で採取

された記録がありぺ握美タト海は、これまでの知見に

おける生息範囲内にある。次に、渥美外海では、以前

から薬品臭のするシロギス Sillagojaponicaが、漁業や

釣りで採取されることがあった。本件の発生当初に、

このようなシロギスが濃美外海において刺し網で漁獲

されたため、その胃内容物の鑑定を、前記の商)11教授

に依頼した。その結果、ギボシムシ類の断片が含まれ

ていることが確認された。したがって、これまで度々

問題となってきた「薬品臭のするキスj は、シロギス

が渥美外海でギボシムシを摂食していたことが原因で

あった可能性が高い。

また、漁具への入網状況から、本件の発生中、ギボ

シムシは、常態とは異なり、多くが底質から這い出し

ていたと推測される。まず、本県のシラス漁は 2そう

船びき綿により操業されている。この漁法では、袋型

の網をニ隻の漁船で曳きまわし、遊泳する魚群を漁獲

する。しかし、浅海域の操業では、網口が着底するた

め、底生生物が入網することもある。この場合、絹口

の沈子(重り)が底質に沈み込むため、砂泥中の生物

が入網することもあるが、海底に表在する生物がより

入網しやすい。さらに、本件の発生中は、刺し網でも

度々ギボシムシの，罷網がみられた。濯美タト海で操業す

る刺し網は、重りの付いた網を着底させて操業するが、

シラス漁具のようにこれらが強く引きずられることは

ない。そのため、通常、砂泥中の生物は擢網しない。

以上より、本件は、渥美外海に従来から生息してい

たギボシムシが、漁場で分布量を増加させ、その際、

多くが底質から遣い出していたため、漁具への入縞が

頻発したものと推祭される。多くの個体が道い出した

状態であったのは、試料観察の結果からみて、過剰な

生息密度や底質の悪化によるのかもしれない。

海域でギボシムシの分布量が増加した原因は、明ら

かではない。これについて、地元の漁業者や関係者か

らは、近年の台風接近数の減少による海域の静穏化、

あるいは、砂浜の侵食やその保全のための構造物建造

による環境の変化、これらとの関係が指摘されている。

しかし、いずれも因果関係は解明されていない。

なお、混入の発生時、操業中にギボシムシの遊泳を

目撃したという情報が、多くの漁業者から提供された。

ギボシムシが遊泳していたとすると、より漁具に入網

しやすい状況であったことになる。しかし、混入した

ミサキギボシムシには、前記ハネナシギボシムシのよ

うな水中を移動する生態は知られていない。これらは、

大量に発生したギボシムシが、上記のように底質から

遭い出した状態であったため、波浪や漁業活動により

海底から巻き上がり海中を浮遊していた、と推測する

ことも可能であるが、実態は不明である。

以上のように、状況や原因が明確でないことから、

今後、同様の事態が生じたときの対策を検討しておく

ことも困難である。本件と問じく、加工流通業に影響

が及lまないよう、禁漁、肢を設定するなど、操業を制限

する以外にないと思われる。但し、混入したギボシム

シについては、可能な限り陸上で廃棄することが望ま

しい。これは、ギボシムシ類は強い再生能力を持つこ

とが知られており1)、また、試料観察では断片となっ

た個体も潜砂等の活発な行動を示したことから、漁場

周辺での廃棄は、分布域の拡大や分布量の増大を招く

おそれがあると考えられるためである。
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